EJDA の現状と将来 (統計数理研究所 研究活動 (平成２年度 研究報告会要旨)) by 丸山 直昌 & Naomasa Maruyama
平成2年度研究報告会要旨 137
Heide1berg．
                 EJDAの現状と将来



























                  参考文 献
柴田里程（1989）．統計データとその属性記述の形式化，統計情報，6月号，18－24．
渋谷政昭，柴田里程（1987）．“E1ectr㎝ic Joumal of Data Ana1ysis”の構想，統計数理，35，81－87．
    統計ソフトウェア開発におけるヒューマン・インターフェース環境
                                    大 隅   昇
 パーソナル・コンピュータ向きの統計ソフトウェア開発にあたっては，メインフレーム用のそれとは
異なる設計方針が求められる．最近のハードウェア環境の性能向上に即応した使い勝手のよいヒューマ
ン・インターフェースを実現するためには，種々の工夫が必要とされる．本年度は，将来的にみて普及
定着が期待できる機種やオペレーティング・システムを前提とした利用環境の中でGUI（Graphica1
